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           平成２６年１２月３日 ＮＯ.６３（１６３） 

３年生  「ミカンの葉
は

っぱって、とてもいい 

においがしますね。」 

３年生  「どれどれ、ぼくも葉
は

っぱを一つ 

取
と

って、ちぎってみると・・・。 

あ！ほんとうだ。いいにおいですね。」 

モンタ博士「そうだろう。自分
じ ぶ ん

の鼻
はな

でかいでみると 

そのいいにおいがよくわかるね。 

五感
ご か ん

を使
つか

って観察
かんさつ

することは、 

とても大切
たいせつ

なことなんだよ。」 

３年生  「モンタ博士
は か せ

！このにおいは、ユズの 

お風呂
ふ ろ

のにおいと同
おな

じですね。」 

モンタ博士「そうだね。ミカンもユズも同
おな

じ仲間
な か ま

 

なんだよ。それでは、今度
こ ん ど

は、その 

葉
は

っぱをお日
ひ

様
さま

や蛍光灯
けいこうとう

など、明
あか

る 

いものに透
す

かして見
み

てごらん。何
なに

か 

気
き

がつかないかな。」 

３年生  「え、どうすればいいのかな。こう 

いう感
かん

じでやればいいのですか。」 

モンタ博士「そうだよ。何
なに

か見
み

えるものはない 

かな。」 

３年生  「ぼくにも見
み

せてよ。あ！葉
は

っぱに 

とてもちっちゃい点々
てんてん

があるよ。」 

モンタ博士「気
き

がついたみたいだね。葉
は

っぱに 

このように小
ちい

さな点々
てんてん

があれば、 



その植物
しょくぶつ

は、ミカン科
か

の植
しょく

物
ぶつ

ということなんだよ。これをね、油点
ゆ て ん

という 

のさ。レモンもグレープフルーツもキンカンもナツミカンも、みんな葉
は

っぱ

に油点
ゆ て ん

の点々
てんてん

があるよ。よーく見
み

るために、虫
むし

メガネを使
つか

うともっとよく見

えるよ。」 

３年生  「ほんとうによく見
み

えますね。大発見
だいはっけん

ですね。」 

モンタ博士「そうだろう。虫
むし

メガネはね、『科学
か が く

の目
め

』だよ。一つおうちにあると、いろい

ろな物
もの

が観察
かんさつ

できて楽
たの

しいよ。」 

３年生  「そうだ。今度
こ ん ど

おうちの人
ひと

に買
か

ってもらおうっと。」 

モンタ博士「いままで気
き

がつかなかったことに気
き

づくことは楽
たの

しいね。ところで、次
つぎ

に 

      ミカンの実
み

そのものをよーく見
み

てごらん。とくにミカンの表面
ひょうめん

だ。何
なに

かわか

らないかな。何
なに

か発見
はっけん

できないかな。」 

３年生  「モンタ博士
は か せ

！表面
ひょうめん

を見
み

ると、なんだか凹凸
でこぼこ

としていますね。」 

３年生  「あ！それから、ミカンの実の表面
ひょうめん

にも小
ちい

さな点々
てんてん

がたくさんあります。」 

３年生  「モンタ博士
は か せ

！これも油点
ゆ て ん

ですか。」 

モンタ博士「ピンポーン。その通
とお

り。油点
ゆ て ん

といったけっど、正
ただ

しくは精油
せ い ゆ

のたまった油室
ゆ し つ

と

いう、油
あぶら

のお部屋
へ や

みたいなものなんだ。」 

３年生  「え！油
あぶら

のお部屋
へ や

ですか。」 

モンタ博士「つまり、ミカンの皮
かわ

をむくと、特有
とくゆう

のかおりがするのは、この油
あぶら

のお部屋
へ や

が

やぶれてこわれるからなんだよ。それでいいにおいがするということさ。」 

３年生  「へえー。そうなんですか。」 

３年生  「モンタ博士
は か せ

！ちょっと待
ま

って。」 

モンタ博士「ちゃんと待
ま

ってるよ。モンタ博士
は か せ

はどこにも行
い

かないよ。」 

３年生  「今
いま

、油点
ゆ て ん

といったけど、『あぶら』の点
てん

ということは、もし、ひょっとして、

油
あぶら

だったら・・・。」 

モンタ博士「油
あぶら

だったら・・・。どうなるの。」 

３年生  「油
あぶら

だったら、ひょっとして燃
も

えるのではないですか。」 

モンタ博士「ほほー。すばらしいことに気
き

がついたね。その答
こた

えは、また明日
あ し た

ね。」つづく・・・ 


